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Q. 専門分野やこれまでのキャリアについて

簡単に教えてください。 

専門は、家族社会学で、研究分野は、

ハンガリーの文脈では「家族」とみなさ

れない家族について、研究をしている。

主な研究対象は子どもがいない家庭だが、

同性カップルによる養子縁組も研究して

いる。ハンガリー政府は子どものいない

カップルを「家族」とはみなしておらず、

同性カップルによる養子縁組も認めてい

ない。 

生殖補助医療への興味は、子どもがい

ない女性への興味からきている。子ども

がいない女性にインタビューを行った際、

多くの女性が体外受精を試していること

に気がついた。また、(体外受精は自分に

は向かないと考え）体外受精を試みなか

った女性たちが、養子縁組を選んだり、

子どもを持たないことを受け入れたりす

るのも興味深かった。 

 
  

Q. 生殖補助医療についてこれまで研究され

てきた論文についてその方法や主な考察結

果について教えてください。 

最も主要な研究論文は、子どもがいな

いこと(childlessness)に関するものである。

自分の研究グループは、ヨーロッパとの

比較を通じて、子どもがいないことを最

初に分析した。これはワーキングペーパ

ーとして発表され、広く引用された。ハ

ンガリーにおける子どもがいないことに

焦点を当てた最初の研究者であり、この

分野の第一人者であると自負している。

この研究を始めたのは 2009 年で、当時は

まだ「新しい」トピックであった。しか

し現在では、自発的に子どもを持たない

こと(voluntary childlessness)について、ジ

ャーナリストたちが大きな関心を寄せて

おり、大きな話題となっている。 

ハンガリーで質的インタビューを行っ

た。定量的な研究では、欧州社会調査や

欧州価値調査といった国際的なデータベ

ースを利用し、欧州のデータを収集した。

これは、国際比較（特にヨーロッパとの

比較）を目的として、特定の質問に対す

る回答を分析するもの。例えば、ヨーロ

ッパ価値調査では、体外受精に対する態

度に焦点を当てた調査項目がある。 

生殖補助医療は、そのような治療を受

ける人の数が少ないため、多くの人を巻

き込む分野ではない。にもかかわらず、

ハンガリーでは注目すべき変化が起きて

いる。例えば、2020 年に不妊治療センタ

ーが国営化され、政府が出資するセンタ

ーで生殖補助医療を受けることができる

ようになった。 

 
 

Q. ハンガリーでの生殖補助医療の実施状況

について、簡単に教えてください。 

ハンガリーで生殖補助医療が初めて規

制されたのは 1981 年だが、非常に曖昧な

規制で、資金調達については触れられて

いなかった。当時のハンガリーは社会主

義政権であったため、すべての資金は政

府によって賄われ、民間セクターは存在

しなかった。さらに、当時は技術の種類
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が少なかったため、規制は具体的な治療

法の種類には触れていなかった。当時は、

結婚しているハンガリー国民が対象で、

女性は 45 歳までに限られていた。男性の

年齢制限はなかった。 

1997 年、生殖補助医療へのアクセスが

異性間の事実婚カップルにも拡大された。

この規制により、体外受精は 5回まで全額

助成されることになった。 

2005 年には、独身女性も治療を受けら

れるように規制が再度変更された（レズ

ビアンカップルは対象外）。女性の 45 歳

という年齢制限は依然として残っている。

これは生物学的な制約を反映したものだ

が、社会学的な年齢規範（つまり、子ど

もを育てるには若くて健康でなければな

らないという信念）、ひいては子育ては

主に女性の領域であるという考え方を強

化している。レズビアンのカップルは治

療を受けることができないが、嘘をつい

て独身女性と名乗れば、治療を受けるこ

とができる。 

現在では、体外受精は 5周期まで、人工

授精は 6周期まで（すべての薬剤を含む）

が国から資金援助を受けている。これは

ヨーロッパ全土でも最も手厚い制度のひ

とつだ。 

ART 規制のあらゆる側面が、政府のプ

ロナタリストのイデオロギーに合致して

いる。政府の主な目的はハンガリーの人

口を維持することであり、そのため結婚

して子どもがいるカップルには非常に寛

大な家族政策がとられている。たとえば、

母親は子どもが 1 人生まれるごとに最長 3

年間は家にいられるよう経済的に支援さ

れる。これとは対照的に、父親の育児参

加を増やす政策はない。ハンガリー政府

のアプローチは、伝統的な家族を対象と

したものだ。 

ハンガリーの家族政策のもうひとつの

重要な特徴は、それが選択的であるとい

うことである。支援される主なグループ

（中流と中流以上の異性カップル）があ

る。さらに、治療センターは大都市にあ

るため、地方やブルーカラーの労働者に

とっては利用しにくい。そのため、治療

は在宅勤務が可能で、センターに通いや

すい中流階級のホワイトカラーを対象と

している。 

ハンガリー社会では、生殖補助医療に

関する知識は限られている。自分の以前

の調査でも、この問題についての知識不

足が指摘されている。最近、中学校の生

物学教師にインタビューを行い、中学校

のカリキュラムの中で生殖がどの程度取

り上げられているかを確認した。小学校

では、このトピックはカリキュラムの専

門的な部分を占めるが、中学校レベルで

は、このトピックに触れるのは一般にエ

リート校だけである。つまり、14 歳から

18 歳で職業訓練校を選ぶ子どもたちは、

生殖に関する教育を受けることができな

い。 

 
 

Q. ハンガリーで子どもがいない人はどのよう

な人生になりますか? 
政府の目標は、ハンガリー人の血統を維持

しながら人口を増やすことだ。移民によって

人口増加を促すことには賛成していない。ハ

ンガリー政府は移民排斥の美辞麗句を掲げる

一方で、国内で人口問題を解決することを目

指している。 

自分の調査によれば、ハンガリーでは

ほとんどの人が少なくとも 1人の子どもを

持ちたいと考えている。一人っ子家庭の

割合が増加しており、以前の二人っ子優

位のモデルとは異なっている。また、子

どもが 3人以上いる家庭もわずかに増えて

いるが、これはおそらく寛大な家族政策
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の結果だろう。子どもを持つことが気候

変動などに与える影響を強調する人も見

受けられるが、それは若い世代に多い。 

欧州社会調査（European Social Survey）

では、2006 年の調査で自発的に子どもを

もたないことに関する項目（「女性／男

性が子どもを産まないことを選択した場

合、あなたは賛成しますか」）を設け、

2018 年の調査でもこれを繰り返した。平

均値は、ほとんどすべてのヨーロッパ諸

国で、自発的に子どもを持たないことに

対する態度がはるかにリベラルになって

いることを示していた。顕著な例外はハ

ンガリーで、そこでは自発的に子どもが

いないことに対する態度がより制約的に

なっている。このことは、ハンガリー社

会には、子どもがいなければ幸せになれ

ないという強い信念があることを示して

いる。 

データが非常に複雑なため、どういう

理由で子どもがいないか、その割合を正

確に言うことは難しい。2011 年のデータ

によると、ハンガリーでは自発的に子ど

もを持たないことを選択する人の数が他

のヨーロッパ諸国よりも少ない。ドイツ

語圏（ドイツ、スイス、オーストリアな

ど）で最も高い数字が見られたが、旧社

会主義国では子どものいない人の数は際

立って少なく、それは現在でも同様だろ

う。 

子どもがいない人の場合、ヨーロッパ

全体で最も重要な問題は「適切なパート

ナー」がいないことである。女性は現在、

家庭の維持や育児への参加度合いに関し

て、男性に対して以前より高い期待を寄

せている。その他の重要な問題は、ワー

クライフバランスと経済的な制約、そし

て不妊である。「適切なパートナー」を

探している間に、不妊になる可能性もあ

るため、何パーセントが何によるものか

を確定するのは難しい。 

また、規範的な意味での子なし、つま

り生殖しないことが期待されている特定

のグループも存在する。ハンガリーの養

子縁組の法律は、以前は異性カップルも

独身者も同じだったが、2020 年には独身

者の養子縁組を認めないように変更され

た。 

男性の同性カップルは、ハンガリーで

生殖補助医療や養子縁組を受けることが

できない。 

 
  

Q. ハンガリーの養子縁組について教えてくだ

さい。 

先進国の多くでは、養子縁組ができる

子どもの数は減少しているが、ハンガリ

ーでは常に 2000 人前後の養子縁組が可能。

もちろん、これらの子どもたちは、子ど

もを持とうとするカップルにとって「理

想的」とは見なされないことが多い。こ

のようなカップルは、健康な白人の女の

子を夢見ているが、この種の赤ちゃんに

は長い待機リストがある。 

その他にも、すぐに養子縁組が可能な

子どもたち（例えば、ジプシー出身の子

どもや健康上の問題を抱えた 3歳以上の子

どもたち）がいる。他の調査によると、

ゲイ／レズビアンのカップルは、異性愛

者のカップルよりもそのような子どもた

ちを養子にする可能性が高いが、ハンガ

リーでは養子縁組が認められていない。

同性カップルが養子縁組をすることを妨

げることで、特定の子どもたちに事実上

の不利益を与えている。これは、養子縁

組法の問題点を示している。 

養子縁組にはスティグマもある。「お

子さんはいますか」という質問は、実子

がいるかどうかということに重きが置か



 

 4 @YURI HIBINO 

れている。しかし、時代とともに変化し

ており、スティグマは減少している。 

 
 

Q. ハンガリーで、遺伝的繋がりは重視されて

いますか? 育ての親と、遺伝的親のどちらが

重要ですか? 

遺伝的なつながりを最も重視するのは、

親自身だろう。2021 年のデータによれば、

血縁関係のない里子を近親とみなす回答

者は 76％に過ぎない。 

自然か育ちかに関する考え方は時代と

ともに変化しているが、たとえ両親が生

物学的な両親であったとしても、体外受

精を利用して子どもを作ることについて

は、（それが「自然」でないかのような）

ある種のタブーがいまだに存在する。 

調査を実施すると、自分の考えや社会

的つながりの重要性を声高に主張するの

は、いつも子どものいない層である。こ

れは、子どもがいる人たちよりも、こう

した問題についてより深く考えざるを得

ないからだろう。 

 
  

Q. 男性不妊はスティグマですか?  精子提供

は行われていますか? どのように? 

ハンガリーでは、男性不妊に強いステ

ィグマがある（女性不妊よりも強い）。

これは男性文化を反映している。ある女

性にインタビューしたことがあるが、そ

の女性は、パートナーの男性が不妊であ

るために実子を授かることができなかっ

たが、公の場では、不妊の原因は自分に

あると話していたという。 

2012 年の国際社会調査プログラムで、

レズビアンと同性カップルの子育てにつ

いて尋ねた項目があった。その結果、ハ

ンガリーではゲイカップルよりもレズビ

アンカップルの子育てを受け入れている

ことがわかった。さらに分析を進めると、

男女不平等が激しい国では、人々は、女

性の同性カップルの子育てを、男性カッ

プルの子育てよりも、より受け入れてい

ることがわかった。 

 
 

Q. ドナーの匿名性や子どもの出自を知る権

利については議論されていますか? どのよう

に? 

この話題はあまり議論されていない。

それは、ほとんどの人がそれを秘密にし

ようとしている現実と関係しているのか

もしれない。配偶子提供は重大なタブー

であるため、人々はそれについてオープ

ンに語ろうとしない。 

 
 

Q. 配偶子提供や代理出産についてはどのよ

うに行われていますか? 

ハンガリーでは精子提供が広く行われ

ている。卵子提供は可能だが、非常に制

限されている。卵子を提供できるのは、

近親者や、すでに一定数の子どもを産ん

でいる人など。チェコ共和国の状況はか

なり自由であるため、多くのハンガリー

人はこれらのサービスを利用するために、

チェコ共和国に渡航する。 

代理出産については、2005 年頃に導入

の計画があったが、結局実現しなかった

ようだ。代理出産はハンガリーでも可能

だが、一般的に、代理母はすでに子ども

がいる近親者でなければならない。卵子

提供はプロナタリズムの目的から、将来

もっと広く行われるようになるかもしれ

ないが、代理出産の場合はそうならない

可能性が高い。 
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Q. 西ヨーロッパなどからの生殖ツーリズムは

見られますか? どのように? 

ハンガリー人でなくてもハンガリーで

ART 治療を受けることはできるが、その

ような目的でハンガリーを訪れる外国人

はほとんどいない。そのため、成功率は

チェコ共和国など他の国に比べて低く、

ハンガリーは生殖ツーリズムの目的地で

はない。 

治療を受けるハンガリー人が政府から

の補助を利用するには、実際にハンガリ

ーに住んでいる必要がある。長い待機リ

ストがある。 

 
 

Q. 人権団体などから、代理出産などへの批

判は見られますか? 宗教関係者はどうです

か? 

政府は右派ポピュリストで、教会と密

接に結びついている。ハンガリー人の大

多数はカトリック教徒であり、カトリッ

ク教会は生殖補助医療に大反対している

が、政府はハンガリー人の人口を維持す

ることを優先している。 

 
 

Q. ハンガリーで LGBTをめぐる状況、LGBT

の家族形成はどのようになっていますか。 

レズビアンは、正式にパートナーシッ

プを登録していない限り、独身女性とし

て生殖補助医療を利用することができる。

パートナーシップを登録することで、配

偶者にしか認められていない相続権やそ

の他の権利を得ることができる。欧州連

合の政策では同性婚が認められているが、

ハンガリーではそのような婚姻は「登録

されたパートナーシップ」に分類される。 

ハンガリーの同性カップルが家族を作

るために海外に行くことはほとんどない。

あるとき、海外で子どもをもうけ、ハン

ガリーに連れ帰った同性カップルのこと

で大きな議論があった。それは、法律上

の問題だった。 

 
 

Q. その他 

もうすぐ、ヨーロッパにおける自発的

な子なしへの態度についての論文を完成

させる予定だ。また、ハンガリーの生殖

政策を研究し、それがいかに選択的でプ

ロナタリスト的であるかを実証しようと

計画している。 

ハンガリーに性教育がないことは興味

深い。代わりに教えているのは「家庭生

活教育(family life education)」だ。ハンガリ

ーでは 2022 年の総選挙と同じ日に国民投

票が行われた。学校で教師が同性愛につ

いて話すことを許可すべきかどうかが争

点だったが、主流の政党の意見に投票す

るよう国民を煽ったのは明らかだった。

質問の言い回しはあからさまに偏ってお

り、たとえば「未成年者に対する性別適

合手術の推進を支持しますか」「性別適

合手術に関するメディアコンテンツを未

成年者に見せることを支持しますか」と

いった具合だ。結果は、性別変更を認め

ない（それによって現状を維持する）方

向に大きく傾いたが、最終的には、投票

しなかったか、正しく投票しなかった人

が多数いたため、国民投票は無効とされ

た。 

 
 

(2023 年 9 月) 
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